第２学年○組　　道徳指導案
日時：平成27年　月　日（　）第　校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場所：　　　　指導者： 
１　主題名　よいと思うことはすすんで　Ａ―１善悪の判断
２　資料名　「ぽんたとかんた」　出典「わたしたちの道徳」
３　主題の構想
（１）ねらいとする価値
　第１学年及び第２学年の指導内容Ａ－１「善悪の判断」は「よいことと悪いことを区別し、よいと思うことを進んで行うこと」となっている。良いことと悪いことを区別し行動することの大切さを理解し、良いことを進んで行おうとする気持ちをもつことは、気持ちの良い生活を送る上で大切なことである。しかし、悪いと分かっていても、目先の魅力的なことにつられてついやってしまうことがある。そのようなときに必要なのは、良いことを進んで行おうとする判断力である。子どもたちに、よく考えて判断し行動することの大切さに気付かせ、良いことを進んで行おうとする気持ちを育てたいと思い、本主題を設定した。

（２）児童の実態
本学級の子どもたちは、明るく素直な子が多く、休み時間には仲の良い友達と楽しそうに遊ぶ姿が見られる。また、給食をこぼしてしまった友達を見ると、すぐに気づいて片付けを手伝うことができる子もいる。一方で、教室で鬼ごっこをするなど、目先に楽しいことがあると、悪いと分かっていても友達に誘われてついやってしまうこともある。

特別活動の「安全ステッカーを作ろう」では、子どもたちが学校生活で危険を感じることについて話し合った。「教室では暴れない」「廊下は走らない」「水筒のひもをきちんとしまう」など、危険なことやなぜ危険なのかを話し合うことができた。子どもたちは、危険だからやってはいけないと分かっていても、注意されないとついやってしまうことが多い。そこで、よいことと悪いことを区別し、行動することの大切さを理解し、よいことを進んで行おうとする気持ちを高めていくことが必要である。

（３）本時の資料について
本資料は、仲良しのぽんたとかんたが、公園で一緒に遊んでいたが、ぽんたが止めるのも聞かず、かんたが入ってはいけない裏山へ入ってしまうという出来事から始まる。ぽんたはじっと考えて、大きな声で自分は行かないということを叫ぶ。その声に驚いて、かんたが裏山から飛び出してくる。そして、二人は自分の意思で裏山に行かないことを決め、気持ちよく公園で遊ぶという話である。場面は違っても、子どもたちの日常生活にも似たようなことがあるので、子どもたちが登場人物と同じ立場や状況だったら、どのように考えたり感じたりするかということを、登場人物の立場で考えたり話し合ったりすることができる資料である。

本時では、かんたは悪く、ぽんたは良いということではなく、悪いと分かっていても、やってしまいたくなる弱さや、様々なことに興味をもつ気持ちも踏まえた上で、気持ちの良い生活を送るためにはどのように行動すればよいかについて考えを深めていくようにしたい。

４　本時の指導
(1)　ねらい

・（自分で考えて行動決定をしたぽんたの気持ちを考えることを通して）よいことと悪いことの区別をし、よいことを進んで行おうとする気持ちを高める。

(2)　児童の取組（高取小学校学習の仕方）  
・ステップ①

(3)　本時における特別な支援を必要とする児童 
　　対象児童なし

(4)　関　連

・特別活動「安全ステッカーを作ろう」

(5)　展　開 
	時間
	子どもたちの活動
	・支援◆評価

	３
	１　悪いことだと分かっていても、ついやってしまったことについて発表する。
・友達に向かって、石を投げてしまった。

・近道だからといって、人の家の庭を通ってしまった。

・友達のおもちゃを勝手に持って行った。
	・価値への方向付けと本時の話合いへの意欲を高めるために、善悪の判断が必要な場面を思い起こさせる。


	２０
３０
	２　資料「ぽんたとかんた」を聞く。


	・資料の内容が捉えやすいように、場面絵やセンテンスカードを提示しながら、語り聞かせる。

	
	
	　一人になったぽんたは、どんなことをじっと考えていたのだろう。
	

	
	３　一人になって考えているぽんたの気持ちを考える。

＜行こう＞

・かんたが行くなら、ぼくも行こうかな。

・面白そう。ついて行こう。

＜どうしよう＞

・一人で行っちゃった。どうしよう。

・遊びたいけど、入ってはいけないと言われているな。

＜行かない＞

・入ってはいけないといわれている。

・危ないから、行かない。
	・遊びたい気持ちもあり、葛藤するぽんたの気持ちを考えさせるために、二人がとても仲の良い友達であることを押さえる。
・友達の意見と関わらせて自分の意見を言わせるために、ハンドサインとつなぎ言葉を使って発表するよう示唆する。
・出された考えを捉えやすくするために、分類整理して板書する。
・葛藤する気もちに気づかせるために、出された意見を確認する。

	
	
	ぽんたはどんなことを考えて、「ぼくは、行かないよ。」と決めたのだろう。
	

	
	４　「行かない」と決めたぽんたの気持ちを考える。

・楽しそうでも、悪いことはしてはいけないんだ。
・友達がやっていても、駄目なことはつられてやってはいけない。
・きまりは守らないといけない。
・行ってはいけないと言われている。
・危ないから、ぼくは絶対に行かない。
	・自分の意志で決めたことに気づかせるために、なぜ大きな声ではっきりと言ったのかを考えるよう示唆する。
・価値に気づかせるために、できるだけたくさんの子に考えたことを発表させる。


	
	
	　仲良くブランコに乗りながら、二人はどんなことを思っているでしょう。
	

	３５
	５　仲良くブランコに乗りながら、二人はどんなことを思っているか考える。

・自分で決められてよかった。

・危ないところに行かなくてよかった。

・悪いことをしないでよかった。
	・良いと思ったことをした後のすがすがしい気持ちに気づかせるために、なぜ「風が気持ちよく感じた」のか考えさせる。



	４３
	６　みんなの意見から、大切に思えた意見を出し合う。
・ちゃんと自分で考えて決めたという意見を聞いて、やっていいかどうか、ぼくもこれから自分で考えて決めたいと思った。面白がって、友達のものにいたずらしたことがあるけど、よく考えたら悪いことだと分かった。
・楽しそうなことでも、悪いことはしてはいけないという意見を聞いて、教室で追いかけっこをして遊んでいたけど、楽しくてもやってはいけないなと思った。これからは、よく考えて遊びたい。
・危ないから行かないという意見を聞いて、危ないところには行かないようにしようと思った。
	・自分の考え方を自覚し、自己の価値観を深めるために、出された意見の中から、大切に思える考え方を選ばせる。

・今までの自分やこれからの自分についても考えるよう示唆する。

◆善悪の判断をして行動することの大切さに気づき、善悪の判断をし、よいことを進んで行おうとする気持ちをもつことができた。
（話し合いの様子、ワークシート）

	
	７　教師の説話を聞く。
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